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第４回目黒区みどりの基本計画懇話会 会議録 

日 時 平成 28年２月４日（木） 午後 6時 30分から 

出席者 （委員） 

甲斐 徹郎（関東学院大学客員教授） 

金子 忠一（東京農業大学地域環境科学部造園科学科教授） 

澤田 みどり（恵泉女学園大学人間社会学部社会園芸学科准教授） 

岡田 音次郎（目黒区農業振興運営協議会会長） 

熊澤 祐子（碑文谷公園くらぶ代表） 

佐藤 留美（ＮＰＯbirth事務局長） 

市田 淳子（公募区民） 

豊田 恭子（公募区民） 

宮尾 三郎（公募区民） 

 

（オブザーバー） 

一言 太郎（国土交通省都市局 まちづくり推進課） 

 

（事務局） 

目黒区 

場 所 目黒区総合庁舎本館 地下１階第 13・14会議室 

議 事 １ 開会 

（１）傍聴について 

（２）委員の出欠について 

（３）配布資料の確認 

２ 議事 

（１）第３回懇話会の会議録の確認 

 事務局より第３回懇話会の会議録の内容について確認が行われた。修正事項は後

日、各委員より事務局に連絡することとなった。 

 

（２）目黒区みどりの基本計画改定素案に対する意見募集の結果について 

（３）目黒区みどりの基本計画改定素案について 

 事務局より資料２及び資料３の説明が行われた。 

 

座長   パブリックコメントの実施結果は公表するのか。 

事務局  計画策定後に公表する予定である。 

副座長  パブリックコメントを実施して、区としてどのような印象を持っている

のか。 

事務局  資料２の「５．意見に対する対応区分ごとの件数」にもあるが、対応区
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分２が多く、応援していただけているご意見が多いという印象と計画書

の見やすさの改善に対するご意見があったという印象がある。 

副座長  ベンチ設置など施設に対するご意見が何件かあったようだが、ベンチを

設置することで景観をよくするなど、現行計画とは違った視点でのご意

見があげられているように感じる。時代を反映したご意見だと感じる。 

事務局  懇話会でも話題にあがっていたが、みどりを増やすだけではなく、活か

す、質を高めていくということに対するご意見がみられた。区民の意識

としても、ただみどりをつくるだけではなく、気持ちよい、使いたいと

いうみどりということが大事であるという認識がみられた。 

副座長  これまでは、みどりというとネイチャー好きの方が意識するみどりであ

ったが、ご意見をみると、みどりに対する認識が広まっていると感じた。 

委員   表紙の写真はこれで確定なのか。もう少し鮮明な写真などを使えるとよ

い。 

事務局  表紙の写真は基本理念の写真を掲載している。表紙のデザインはこれか

ら検討していきたい。 

委員   P.25 で「めぐろの森」が初出となるが、説明があるのは P.45 である。

わかりやすく修正してはどうか。 

事務局  目黒区生物多様性地域戦略の中でめぐろの森という言葉を使っている

が、そのつながりがわかりにくいと感じた。表現を再考したい。 

委員   P.35 の写真は天空庭園らしさがあまり感じられない。P.38 以降のイラ

ストは色が入り、各段に見やすくなってよかった。P.55 公園等の機能

再編（再生）事例の写真について、どこがどう変わったかがわからない

ので補足説明してほしい。 

事務局  目黒銀座児童遊園の改修では、老朽化していた遊具の更新と施設の配置

変更により公園の見通しの確保に取り組んだ。その結果、利用者の数も

３倍ほどに増え、改修工事に一定の成果があげられたとして、掲載して

いる。その旨も合わせて記載したい。 

委員   公園のフットパス性が高まった事例ということであれば、そういう説明

も含めて記載できるとよい。 

副座長  写真だけ見ると遊具が減っており「よくなった」という印象は持ちにく

いと思う。わかりやすい説明があるとよい。 

委員   P.55 地域の子育て支援等に対応した整備事例の写真は、どういう子育て

支援に対応しているのか、普通の公園と何が違うのかといったことを文

章で説明があるとよい。 

事務局  保育園の隣が児童遊園で、保育園から道路等をはさまず直接公園に入る

ことができ、園庭としても利用できるようにしてある。 

座長   整備前の写真はないのか。 

事務局  整備前の写真も合わせて掲載できるか検討する。 
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委員   P.57 中目黒公園祭における藍染体験の写真は、藍染の様子ではないので

はないか。 

事務局  確認して正確な記載に修正する。 

委員   第３回懇話会の会議録を見ると「目黒ブランド」という言葉が出て、行

動の目的を戦略的に立てていこうという議論が白熱していた。P.36 の

基本理念を見ると、動的な戦略意識を鼓舞するような文章表現になって

いないように感じる。未来に対してアクションしていくというニュアン

スが消えてしまっているようだが、理由はあるのか。 

     また、評価軸についての議論では、単に数値目標を掲げるのではなく、

目黒らしいといえる何かを確立していくための評価をしたいという議

論があった。このあたりは事務局でどのような整理を行ったのか。 

事務局  「目黒ブランド」という言葉については懇話会で、これからつくり上げ

ていくものではないかというご意見があった。しかし、みどりが目黒の

ブランドという位置づけには現段階で達していないという観点から、今

回のこの計画では表現を使わないこととなった。 

     基本理念の文章が戦略的に弱いというご指摘については、今回「質の高

いみどり」を前面に出して皆でつくり上げていくということで進めてい

きたいと考えているが、平面的な表現となっている部分は再考したい。 

     指標については、P.77 でそれぞれの重点的取組に対する事業目標を掲

げ、さらに参考指標を掲げている。重点的取組（１）人々の感性を豊か

にするみどりづくりに対しては「居住理由について「緑の多い落ち着い

た住環境だから」と思う区民の割合」を参考指標としている。重点的取

組（２）みどりが彩るまちづくりに対しては、現在値はないが「にぎわ

いのあるまちだと思う人の割合」を今後世論調査で把握していきたいと

考えている。重点的取組（３）みどりを活用したコミュニティづくりに

対しては「みどりの活動に携わる区民の数」を参考指標としている。 

座長   「目黒ブランド」という言葉は区民の立場ではわかりにくいだろうとい

う判断がなされたということである。 

委員   「目黒ブランド」という言葉を使わないにしても、「目黒って何かよさ

そうなまちである」ということが汲み取れる表現を使ってほしい。 

副座長  「目黒ブランド」という言葉を使った時の反応は様々だと思うが、「目

黒らしさ」などに言い換えて、目黒らしいみどりをつくっていこうとい

うことを表現できるとよい。P.36、37 はこの計画の肝だと思うが、「目

黒区」を他の区の名前に置き換えても違和感がないように感じられるの

は残念である。目黒区にはめぐろの森をはじめ特徴的なみどりがあっ

て、それぞれにいろいろな役割を担えるストックがあるということ、そ

して、それをみんなでつくり上げていこうということが、ひいては目黒

ブランドのみどりをつくっていくことになると考えている。区民がこの
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文章を読んだ時にモチベーションがあがるような表現やキャッチコピ

ーがあるとよいと思う。また、P.37 の写真にもそのようなことを感じ

られるものを使えるとよい。 

委員   目黒区の公園の特色は、自然が活かされて整備されていることだと思

う。公園はみどりと人のネットワークの拠点になり得ると感じている。

また、公園が区を取り囲むようにあるが、みどりが比較的多い地域とそ

うでない地域がある。これまでの議論を踏まえて、みどりの少ない地域

にみどりのネットワークを広げていくということがこの計画に書かれ

ていると思うが、どう実現していくかが重要だ。 

     今後道路の拡幅整備が進み、並木が整備されればみどりが増え、防災性

も向上する。緑道や用水もみどりが増えれば、公園という拠点からネッ

トワークを広げられると思う。それらの取組によりみどりの少ない地域

にもみどりを充実していくことが、目黒区らしいみどり増やし方なので

はないかと思う。 

事務局  これまでは、みどりの軸をつくるという考え方があったが、今回の計画

ではより細かいネットワークを形成していくという考え方にしている。

拡幅整備を行う幹線道路で新たにみどりを創出するとともに、すでに一

定のみどりがある緑道はみどりを守り育てて充実していくことで、目黒

区のみどりの軸となる部分を充実させていくことを計画に記載してい

る。 

座長   P.36 の基本理念、P.37 の写真は「みんなが主役」ということが伝わる

ようさらに工夫できるとよい。 

委員   個人的には、区の面積が小さく、各公園の面積も小さいが人口が多い地

域である中で、小さいみどりを守ろうとする取組が多い点と、天空庭園

や目黒川のようにみどりをつくり出す取組があることが、目黒らしさだ

と感じている。坂が多いといった地形的な特徴も含めて、みんなが主役

という視点が伝わる基本理念であるとよい。 

副座長  目黒区に住んでいる人が共感できる目黒らしさと、みんなで一緒にやっ

ていこうという盛り上がりが文章の中に表現されるとよい。目黒に住ん

でいる人に共感を得られることが重要ではないか。 

事務局  P.36、37 はもう少し内容を再検討する。 

委員   目黒らしい暮らしの価値を、みどりを活用してどのように高めていくか

ということを本気になってみんなで取り組みましょうという表現がで

きるとよい。 

委員   目黒区は住みたい街の上位にあげられる。上位になる理由は、みどりに

関わりがあるのではないかと感じている。そういった点を表現できると

よい。 

副座長  区民と同じ目線でモチベーションを上げられるような文章表現や写真
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を掲載できるとよい。 

委員   さきほど委員もおっしゃっていたが、小さなみどりを育てる区民一人ひ

とりが力を合わせようという主旨が表現できるとよい。 

委員   住みたい街となる理由、まちのプライドのようなことが表現できるとよ

い。 

委員   住みたい街となる理由の中には、歴史・文化を育んできたということが

あるのではないか。 

委員   そういった目黒らしさは、意識して守り、今から根付かせていくことが

大事だと考えている。 

委員   碑文谷公園やすずめのお宿緑地公園など歴史を感じられる公園の写真

を掲載してはどうか。 

事務局  今のご意見は基本方針で触れているが、基本理念のところでもわかりや

すく表現していきたい。 

委員   区民が納得するだけでなく、動き出したくなるような表現にしたい。 

副座長  ここは計画書の概要版でもはじめにふれることであり、とても重要だと

考えている。みんなで一緒にやっていきましょうという方向性が伝わる

表現としたい。 

座長   概要版を作成する目的は何か。 

事務局  普及啓発を目的としている。イベント時の配布も想定している。 

座長   より多くの区民に知ってもらうということを考えると、概要版の伝わり

やすさも重要だと考えている。 

委員   今後施策としてどこに当てはまるかは検討すべきだが、目黒ブランドと

いうことを考えた時にマンションデベロッパー等の民間企業の取組は

大きな影響があると考えられる。その際に目黒ブランドのみどりに対し

て積極的に表彰したり、BID 制度にみられるようなまち全体へ還元す

る取組を支援していくといった視点を持った基本理念としていけると

よい。 

副座長  目黒ブランドという表現が伝わりにくいという意見はあると思うが、こ

れまでとは違うということをうまく表現できるとよい。 

事務局  みどりに対して抵抗のある方、意識をお持ちでない方も一定数おり、今

の目黒区ではみどりがブランドと言いにくいという結論に至った。今後

この計画に基づいて目黒らしいみどりをつくりあげていくということ

は、この計画に盛り込んでおり、進めていきたいと考えている。 

委員   みどりに対するリテラシーの向上がまずは課題ということか。 

事務局  まずはその課題に対して、区民一人ひとりが主役となったみどりを育て

ていくということが大事だと考えている。  

副座長  みどりの大事さについて記載されている点はよいと思うが、これは現行

計画でも触れられていることである。目黒ブランドというと行き過ぎか
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もしれないが、その中間くらいの内容が前面に出るとよい。 

事務局  個別の公園づくりの話などであれば、ブランドのような表現は使えるか

もしれないが、まちづくりの中ではまだ難しい。 

委員   みどり自体が目黒のブランドとはまだ言えない状況との説明があった

が、そうではなく、目黒ブランドに資するみどりづくりを目指すという

ことが重要なのではないか。 

     目黒らしさという表現でもよいが、大事なのは、目黒ブランド、目黒ら

しさに資するみどりを創るということだと考えている。みどり自体がブ

ランドであると表現することではないと考えている。 

委員   ブランドといった表現の先には、みどりそのものに対してだけでなく、

まちづくりや環境問題に対しても意識を持っているということがあり、

そういった視点を打ち出してもよいかもしれない。 

委員   基本理念の中で、目黒の人はこれまで頑張ってきたということが表現で

きるとよいのではないか。それが目黒らしさの表現につながるのではな

いかと感じている。 

副座長  目黒らしさに貢献するみどりづくりをしている取組に対して表彰した

り、ブランドをつけていくきっかけづくりをここで示していけるとよ

い。 

委員   個人的に目黒ブランドという言葉に抵抗がある。目黒らしさはよいが、

ブランドという言葉はモノを想起させる。また、目黒区民全体が意識が

そこまで高いかというと、そうでない人も一定数いる。環境保全課が行

う自然観察会の講師で招いていただいた際には、参加者がある程度決ま

っているという課題もみられた。ブランドと言うには全体的にまだその

状況にないと感じている。 

副座長  目黒らしさを創っていくためのみどりづくりというという視点を出せ

るとよい。 

委員   ブランドがモノという段階は本当のブランドにはなっていない状況で、

社会現象のように、誰もがよいと感じる状況にすることがブランド化だ

と考えている。しかし、誤解を招きかねない表現であれば、使い方も気

をつけなければならない。 

座長   ブランドという言葉が先行し、誤解を招くことは避けなければならな

い。 

委員   目黒に住む人がこれまで頑張ってきたことを素直に表現すればよいの

ではないか。自慢げに書いてもよいくらいだと感じている。頑張ってき

たことを踏まえて、これからさらに頑張りましょうという表現があると

よい。 

委員   昔から目黒に住む人は小さいみどりを育んできたということや、区が各

地区平等に施策を推進し、住みやすいまちづくりに取り組んできたとい
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う具体的な内容を示すことが大事ではないか。 

副座長  「みどりを感じる・みどりと暮らす・みどりに集う」というフレーズは

よい。このニュアンスを元に、みどりに意識を持っていない人もみどり

が暮らしの身近になるきっかけづくりに取り組み、みんなが主役になる

ということを広く伝えていけるとよい。 

オ ブ ザ ー バ ー  みどりが目黒のまちの価値を高めていくという記述はよいと感じてい

るが、P.36 の２段落目のみどりの価値についての記述は変更の余地が

ある。３段落目の文章と合わせて読むと、これまで目黒区で頑張って

きたということが少し後退する印象を受ける。これまで頑張ってきた

結果、自慢できる目黒らしいみどりというものがなんとなく掴めてき

ており、今後それがまちの価値を高めるのではないかという考えに至

ったという流れが説明できるとよい。それらの流れと課題を整理した

結果が「みどりを感じる・みどりと暮らす・みどりに集う」というス

ローガンがあるという構成であれば、目黒らしいみどりに向っていく

という方向性が示せるのではないか。P.37 の写真については、重点的

取組のどれを示しているかということがわかるとよい。また、人がみ

どりに関わっている様子や子育てに関わる写真が示されているとよ

い。 

委員   基本方針のイラストにあるように、桜がある暮らしといったいイメージ

が基本理念のところでも伝わるとよい。 

委員   季節感のあるイラストや写真で目黒らしさが表現できるのはよいこと

だと思う。 

座長   基本理念でも目黒らしい表現ができるとよい。 

委員   みどりに対して意識のある人はまだ多くないと事務局から説明があっ

たが、だからこそ、そういう人たちがみどりを自分のこととして意識を

持てるような取組を行い、それこそがまちの価値を高めていくという流

れで説明できるとよい。 

副座長  写真は大きなインパクトがあるので、未来が見えるような写真が少しで

もあるとよい。子どもが写っている様子が少ないというご意見があった

が、子どもが泥だらけになっているといった勢いのある写真があるとよ

い。 

委員   鳥の写真は目黒区の巣箱モニターのことだと思うが、説明があった方が

わかりやすいと思う。 

座長   P.36、37 はこの計画の魂のようなものなので、伝わりやすい工夫をし

てほしいという意見が多くあげられた。概要版でも同様に伝わりやすさ

を考えてほしい。 

     今日は最後の懇話会となる。他の項目についてご意見はあるか。 

副座長  P.64 に農地に関する施策が記載されている。生産緑地地区に指定されて
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いる農地の保全について、どのように考えているのか。 

事務局  資料２の最後のページの整理番号２-３に記載しているが、区の実情に

あった形で手法を検討していきたい。 

副座長  民地の保全は難しい課題だと思うが、十分な対応ができるとよい。 

事務局  目黒区内に生産緑地地区は 16 か所で、あまり多くはないため、守って

いく手法を考えていけるとよい。 

副座長  目黒のブランドにつながるような野菜は何かあるか。 

事務局  タケノコがある。すずめのお宿緑地公園で近隣の小学５年生が目黒式タ

ケノコ栽培法を学んでいる。 

副座長  公園でのファーマーズマーケットを開催して地元の農家を応援すると

いった事例が多くある。目黒区でそういった取組は考えているか。 

委員   ぶどうの収穫体験は２件、実施されている。 

副座長  P.36 の写真にはもう少し農業の風景があってもよいと感じた。 

委員   碑文谷公園で地元の農産物が販売されることもある。 

委員   碑文谷公園のスポーツまつりでは目黒の農協の方が地元の農産物を販

売することもある。その際はすぐに売り切れてしまうくらい人気があ

る。 

副座長  大きな農地はないとしても、大事なみどりとして応援していけるとよ

い。 

委員   P.77 の参考指標「にぎわいのあるまちだと思う人の割合」はみどり以外

の要素も含むので、もう少しみどりのことを測るための表現があるとよ

い。 

委員   にぎわいと言うと単に人が多いだけという印象もある。人が憩うイメー

ジではない。 

オブザーバー 現状値がないこの指標は、どこでどう測るのか。 

事務局  世論調査を活用したいと考えている。 

オブザーバー 都市公園だけではないが、都市公園利用実態調査を活用するといった視

点もあってもよいかもしれない。 

委員   目黒区公園等利用実態調査では「ゆっくりくつろげる公園に対するニー

ズが高い」と記載されているが、そういった点を計測できるとよいのか

もしれない。 

オブザーバー 目黒区公園等利用実態調査は何年おきに行っているのか。 

事務局  改修を行う公園については、個別に利用実態等を調査することもある

が、全区的には 10 年に１度の頻度で行っている。 

オブザーバー 規模を縮小して毎年行うことはできないのか。 

事務局  新たな調査を実施することが難しく、P.77 の参考指標についても既存の

調査の中で測れるものを検討している。 

委員   資料２区民意見の整理番号２-１で「多様なニーズに応える公園づくり」
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とあるが、パーシモンホールの横の広場のようなところが増えるとよ

い。 

委員   P.76、77 の参考指標は第４章の P.56 にあった方がわかりやすいと感じ

た。 

事務局  事務局内でも議論があったが、P.56 には全ての施策を掲載している。

P.76、77 については、今回の計画のテーマともなっている「質の高い

みどりづくり」を推進するために、特に重点的に取り組む項目として３

つを掲げて施策を整理している。 

座長   懇話会なので、意見として事務局で対応を検討してほしい。最後の懇話

会ということで、気になった点もあると思うが、今後のスケジュールを

確認して、この場以外で意見を提示できるかを確認したい。 

事務局  再来週から計画を決定する庁内の会議に入るため修正、検討は来週まで

となる。本日いただいたご意見をできる限り反映し、２月に庁内の会議

等を経て、３月 25 日に公表を予定している。そこでは冊子も完成して

いる予定なので、原稿の入稿は３月上旬になると考えている。 

座長   反映できるかは別として、意見は来週までに事務局に送ってほしい。 

委員   細かい指摘だが、P.27 の図の凡例の町丁別公園緑地面積率の一番上

「０％以上」とあるが、これは「０％未満」ということか。 

事務局  正しくは「０％」であるため、修正する。 

委員   特に P.36 については、本日の修正を踏まえて最終確認を取らせてもら

うことはできないか。タイトなスケジュールだと思うが、懇話会として、

最後まで見た実感を持って完成できるとありがたい。 

副座長  特にご意見の多かった P.36 は懇話会の意見の結晶だと感じている。文

章だけでも最後に確認したい。 

事務局  ２月９日を目途に修正原稿を送付する。 

オブザーバー 国土交通省の「新たな時代の都市マネジメントに対応した都市公園等の

あり方検討会」中間とりまとめの内容を記載できるとよいと考えていた

が、内容は反映できないか。 

事務局  ご意見は承っていたが、中間とりまとめで最終的な方向性がわからない

中で引用することは難しいと判断した。 

オブザーバー 社会資本全体で公共だから稼いではいけないといった発想は転換しよ

うと議論がある。公園のストック再編の内容でも、そういった視点が入

っていたほうがよい。 

事務局  東京都の「パークマネジメントマスタープラン」でも公園を活用してい

くという視点が掲げられており、そこを引用して公園の新たな考え方を

この計画にも反映させている。 

副座長  現場サイドでも、都立公園の対応が変わってきている実感がある。 

オブザーバー 考え方の転換期であることを踏まえて、もう少し国の動向等がわかると
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よい。 

座長   懇話会は最終回となる。各委員４回の懇話会を通じての感想等があれば

伺って最後としたい。 

委員   この懇話会に参加し、公園やみどりを見る目が変わったと感じている。

目黒区は既にできているところにみどりをつくるという難しさを感じ

ているが、区も頑張ってほしい。 

委員   懇話会での議論を通して、あらためて目黒区は自然をうまく活かして残

していると感じた。みどりのネットワークという点では、並木や歩道に

ついて改善する余地があるのではないかと感じている。 

委員   長年、目黒区に住んでいるが、公園が小さいことや担い手が不足してい

ることを感じた。これからも目黒区のためにできることがあれば力にな

りたい。 

委員   懇話会に参加させていただき勉強になった。みどりの残し方を考えてい

かなければいけないと感じた。 

委員   いろいろな立場の方と意見を出し合えたことで勉強になった。今後の方

針の中に園芸療法という言葉が入っているので、なんらかの力になれれ

ばと思う。 

委員   たくさんのことを学ばせていただき、感謝している。碑文谷公園を中心

にさまざまな活動をしてきたが、これからも地域で協力して公園を大事

にしていきたい。 

委員   懇話会ではそれぞれの立場で議論しながら、お互いに気づきもあり、さ

らに、最終的に皆でつくり上げていこうという気持ちになれてよかっ

た。みどりを量的に増やしていくことの次に、みどりを自分のこと化し、

プライドを持ってまちづくりのブランドにみんなが参加するんだとい

う議論になっていくための節目の時期になっていると感じた。 

オブザーバー 地方公共団体がみどりの基本計画を策定する議論の現場を経験できて

よかった。目黒区の公園は人の関与が活発で、目黒らしさとは人とみど

りの関わりということだと思う。そこを一生懸命議論して、ここまでか

たちになったのだと思う。 

副座長  目黒に対するイメージや価値観を変えていく機会をもっと増やしてい

けるとよい。みどりに関わる施策や考え方も大きな転換期にあると思

う。区民の方とみどりについて一緒に自由に新しいことができるきっか

けとなり、未来につながりみなさんが目黒区を愛していくような計画書

となるようお願いしたい。 

座長   毎回委員のみなさんに活発なご意見をいただき、事務局も熱い想いを持

ってまとめてこれたと思う。目黒区は既にみどり豊かな区で先駆的な取

組もある。懇話会での議論を通して、あらためて魅力のあるみどりのま

ちであるということを再認識した。委員のみなさんには今後も目黒区の
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みどりについて一緒になって考えていただいて、よりよいまちとなるよ

うご支援いただきたい。 

事務局  目黒区はみどりの多いまちと捉えられている一方で、みどりの実態調査

ではみどりが減ってきているという数字も出ている。これから先、子ど

もや孫の世代にみどりを残して、より豊かな暮らしができる区にしてい

かなければいけないという大きな命題があると思っている。区民が積極

的に参加できる基本計画を策定して、区民が活用しやすいみどりや公園

を目指していきたい。４回にわたり、熱心にご議論いただいたことに心

よりお礼を申し上げる。 

 

３ 閉会 

以上 

 


